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エンジョイ・ウィズ・四万十市の子どもたち

販売体験学習

　８月に中村地域の外国語指導助手（ALT）としてやってきた、タクローさんと
クラウディアさんの２人は、今、小中学校の授業で英語を教えています。
　授業が無いときは、学校教育課で次の授業の準備をしたり、英語発表会の審
査員をするなど色々なイベントにも積極的に参加し、忙しい毎日を送っています。
　初めは、文化の違いから戸惑うことも多かったようですが、今では四万十市
の生活にも慣れ、行動範囲もずいぶんと広がったようです。
　特に子どもたちとの交流はお気に入りのようです。
「四万十市の子どもたちはとてもフレンドリー、すぐに友達になれるよ。可愛
いね。（クラウディアさん）」、「授業も面白いけど、休み時間に子どもたちとサッ
カーをするのが楽しいよ。（タクローさん）」
　12月19日（水）、田野川小学校と東山小学校の授業では英語に覚えたての日本語、
それに身振り手振りを交えて、母国のクリスマスの様子などを紹介しました。
楽しい授業に子どもたちは笑顔で応えていました。

小規模校の良さを生かして

　後川中学校で販売体験学習が行なわれました。
　今年で３年目となるこの取り組みは、身近な自然の材料を使った物づくりや花き類・野菜類の栽培からその販売までの
一連の体験活動を通して、生徒たちの主体的な学習意欲や「人と関わる力」、「感謝する心」といった豊かな心を育むこと
を目指して行なっています。
　今回も量販店の店長さんに講師として来ていただき、接客マナーについての研修を受けた後、
12月16日(日)、クリスマスリース、松ぼっくりミニツリー、自分たちで育てたジャガイモな
ど７品目を、市内量販店３店舗で販売させていただきました。
　短い時間でしたが、生徒たちにとっては、働くことの喜びや厳しさ、やり遂げた後の達成感、
そして何より笑顔で言葉を交わし人と接することの心地よさを学ぶ貴重な体験となりました。
　ご協力いただいた皆さま、本当にありがとうございました。

　幡多郡には現在、へき地・複式による小規模小学校が40校余りあります。
　12月５日（水）には、川登小学校で、郡のへき地複式教育研究大会が開催され、小規模校
の先生たちを中心に約60人が参加しました。
「小規模校の良さを生かした学習指導」をテーマに、全学年の国語公開授業と全体会が行
なわれました。
　公開授業は「一人学びを生かした授業」として、自力で読解する技能を身に付けさせる
ことで、自ら学ぼうとする意識や意欲を向上させようという内容でした。

　授業後は体育館で、児童による詩の暗唱と歌の発表があり、明るく元気な声が響き渡りました。
　また、全体会での研究発表では、川登小学校が独自に行なっている「全校漢字の取り組み」の実践が紹介されました。
　「漢字は全ての学習の基となるものであり、指導の工夫により結果が違ってくる」「学習成果が見えやすく、子どもたちの自
信となり、国語力の向上につながってきている」などの研究成果が発表されました。
　漢字につまずいた子どもの「学校塾（学校全体で協力し、個人指導を行なう加力指導）」についての作文には、学習の苦労
やできたときの喜びと新たな決意が書かれており、子どもの意欲喚起に配慮した指導がなされていることが伺えました。
　川登小学校では「漢字指導を通して教育を考える」を合言葉に、今後も取り組みを充実させていくものです。

平成19年度四万十市スクールガード養成講習会
　12月８日（土）中央公民館で、スクールガード養成講習会を開催したところ、
各地区の民生委員や学校関係者など約30人が参加してくださいました。
講習会では、市内を巡回するスクールガードリーダー３人を講師に迎え、３年
間のスクールガード活動のまとめや、市内での不審者に関する情報提供、学校
現場でのイザというときの護身術の実技指導が行われました。
「最初は恥ずかしがっていた子どもたちでしたが、見回り中のスクールガード
リーダーに親しく挨拶してくれるようになった」、「通学路に不審者を近づけない
ために、見回りしていることを知らしめることが大切」などの話に、参加者は
学校と地域が一体となって子どもたちを守る意識を更に強くされたようでした。

スクールガードリーダーと子ども
たちとのふれあいの中で、電池切
れや故障によって鳴らないなどの
事例が見られたとの報告がありま
した。今一度、ご家庭での防犯ブ
ザーの確認をお願いします。

「防犯ブザーは作動しますか？」


